































































三好キャンパスで開講した 2 クラスでの受講生のコメントを考察の対象とした。三好キャンパスでは 2
年次開講科目であり、受講人数は木曜 1 限クラス 48 名、木曜 2 限クラス 53 名、学部別ではスポーツ健
康科学部 89 名、経営学部 12 名であった。
なお、名古屋キャンパスでは 1 年次開講科目となっている。本稿で扱う「学校安全への対応」について、







































































































































































1 ） 文部科学省「教職課程認定申請の手引き（平成 31 年度開設用）【再課程認定】（最終更新日　平成
30 年 1 月 15 日）」　http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kyoin/1387995.htm（最終閲覧日 2019
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3 ） 「想定外でも守る責任」『中日新聞』2016 年 10 月 27 日、朝刊、「防災責任認めた大川小判決　教育
現場への重い警鐘だ」『毎日新聞』2018 年 4 月 27 日、東京朝刊
4 ） 学校事故の参考資料とした新聞記事を配布した。「命を守るのは指導者－部活中や体罰子どもの死
亡ゼロへ」『東京新聞』2016 年 11 月 6 日、朝刊
5 ） 平川秀幸・奈良由美子『リスクコミュニケーションの現在―ポスト 3.11 のガバナンス』放送大学
教育振興会、2018 年
6 ） コメントシートの記載内容は、匿名処理をして授業内で紹介したり、授業研究のために使用した
りする場合があることを事前に説明した上で、毎回の授業において記入している。
